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し，マレイン酸／フマル酸アニオンラジカルと，ペンタ -2, 4-ジエニミニウムの Zから Eへの光異性化につ
いて，縮退を空間と捉えることによって，反応過程の解釈が大きく変わるだけでなく，実験との整合性が高
まることを示している。
審 査 の 結 果 の 要 旨
　本論文は光化学過程の理論的（量子化学的）研究において従来，軽視されてきた「（多原子分子では）二
つの電子状態の縮退が連続空間で起きる」という事実に着目して，これの効果を明らかにしようとした研究
である。縮退点を特定（計算）する既存の方法では連続的な縮退空間が計算できないため，その方法を新た
に提示すると共に，その妥当性評価を行い，実用的に十分なことを示している。さらんい，このようにして
確立した方法論をいくつかの光化学過程に適用し，既存の光化学過程の解釈を大きく変更する必要があるこ
と，ならびに縮退空間を考慮した解釈が現実（実験結果）ともより良く整合することを示したものである。
これらは量子化学に基づく光化学反応の研究成果として非常に高い水準にある。また，研究の背景について
の調査，論文の構成ともに十分であると認められる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
